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 1 Management & Technology for Creative Kyoto

平成22年度「京都中小企業優秀技術賞」を受賞された企業の概要および開発された技術・製品等
について、代表者や技術者のお話をうかがいます。

京の技シリーズ
～技術開発に成果をあげ京都産業に貢献した中小企業の紹介～

からで、特に繊細な絵を描く京
焼では必須とされてきました。
しかし近年、国際基準が変更さ
れるなど鉛への規制が強まる傾
向にあります。当社では約30
年前から有鉛釉薬で溶出基準値
以内を達成していましたが、
10年ほど前に今後は無鉛化が
必須と考え、先代（現会長）が研
究開発に取り組んできました。
大半の色はすぐに無鉛化できたものの、もっとも色鮮や

かさが要求される赤絵絵の具だけは難しく、無鉛にすると
当社の得意とするグラデーションをうまく付けられないこ
とが一番のハードルでした。
ほとんどの焼き物の上絵付けの温度は780度が基本で

す。開発当初、この温度でグラデーションを出すことが難
しかったため、一旦900度まで温度を上げることで問題
点をクリアしました。これが2005（平成17）年のことで
す。温度との関係を探りながら釉薬を調合していったので
すが、このときポイントになったのが「無鉛フリット」の選
定でした。（参考：「フリット」とは、釉薬原料を調合融解し
てガラス状の小塊にしたもので、これは表面の光沢を増し、
耐久性を上げるためにすべての陶磁器に使われています。）
先代は様々な技術開発に取り組んできましたが、あくま

でモノづくりが当社の本業であって、原材料の製造までは
手を広げないという考えを持っていました。その代わり、
多分野の研究者や材料メーカーなど全国に幅広い情報交換
のネットワークを築いてきました。その中で、フリットの
材料に関する最先端技術分野の情報を旧知の関係者から得
られたことが、無鉛絵の具の課題を解決するブレークス
ルーポイントになりました。この技術は、先代が長年つな
いできた絆と当
社が積み重ねて
きた釉薬調合技
術を組み合わせ
て完成したもの
といえます。

●独創的な作風と鮮やかな色絵付け
当社は、京焼の窯元が多く集

まっている東山区泉涌寺地区に
あります。1922 （大正11）年
に曽祖父が創業。昨年（2010）、
三代目である父・土渕善英から
私が経営を引き継ぎました。
優美な色絵陶器として知られ

る京焼は、信楽や備前などのよ
うに特徴的な様式や技法がある
わけではなく、多種多様な技法
によって焼かれていることに特

徴があります。これは、他の産地では良い土が採れる地域
に優れた焼き物が生まれたのに対し、京都の場合は都とい
う土地柄、茶の湯や文人趣味の影響を強く受けながら大名
や豪商がお抱え職人に日本や中国、朝鮮のいろいろな焼き
物を焼かせてきたことが背景にあります。
京焼の中でも、当社の作品は上質の原材料を使った独創

的な作風、鮮やかな色絵付けが特徴で、色数は数百種類に
及びます。色絵付け作品のほかに、染付・天目・青磁などの
器も手がけています。焼き物は高温（1200度以上）で焼く
ほうが丈夫に出来上がるものの、色は低温（700～800度）
のほうがきれいに出ます。美しい色絵付けが特徴の京焼は、
低温で焼かれるため繊細で扱いが難しい陶器といわれてい
ますが、当社では高温で丈夫に焼き、かつ鮮やかな色合い
を出す研究を30年以上続けてきました。また、赤絵絵の
具で繊細なグラデーション（濃淡）を描く技術は当社独自の
もので、その作風からすぐに陶葊社製とわかるという方も
おられるほどです。当社の絵付師は13名いますが、この
グラデーション技術を体得して初めて一人前となります。
当社では日々の生活で使われる土鍋や器類から装飾品ま

で豊富に作っていますが、中でもかわいらしい形状とバリ
エーション豊かな花柄が特徴の「玉湯呑」は当社のロングセ
ラー商品。コレクションとしていろいろな種類を買い揃え
るお客様も多くいらっしゃいます。

●最先端技術と旧知のネットワークで釉薬調合に成功
古くから、焼き物で使われる絵の具には鉛が使われてき

ました。それは鉛の含有量が高いほど、筆で滑らかに絵を
描くことができ、低温でもきれいな色を出すことができる

【第５回】 株式会社陶
とうあん

葊
「上絵無鉛赤絵釉薬の開発」

▲代表取締役
　土渕 善亜貴 氏

▲会長　土渕 善英 氏

▲無鉛赤絵絵の具による繊細なグラデーション
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平成22年度技術顕彰受賞企業紹介

電気代の差も大きいですが、作業時間もかなり短縮されま
した。なにより、無鉛化には従業員を鉛害から守るという
利点があります。もともと京焼の工程において絵の具や釉
薬が人体に入ることはまずないのですが、それでも今回、
鉛害の可能性をゼロにできたことで、安心して作業に取り
組んでもらうことができるようになりました。

●これまでにない大きさと薄さの美術陶板
一方、当社では３年前から、大型の美術陶板を手がけて

います。現在製作しているのは、江戸時代の絵師・俵屋宗
達の屏風画「風塵雷神図」（国宝）を原寸模写したもので、各
縦154cm×横85cmの４枚から成りますが、厚さは
3.6mmしかありません。この薄さの陶板を焼き上げると
歪むのが普通ですが、専用窯を開発し、独自の技術でほぼ
まっすぐに焼き上げられること、また、焼き物では難しい
といわれている原画に近い色彩をできる限り再現している
ことが特徴です。専用窯は、経済産業省の平成21年度も
のづくり中小企業製品開発等支援補助金を得て開発したも
ので、「試作開発等支援事業」に認定されたのですが、これ
まで伝統産業である焼き物の分野で認定された例はないと
聞いています。美術陶板については、他の作品を寺院へ納
入した実績があり、今後も寺社仏閣やホテルの装飾品とし
て作品を作っていきたいと考えています。

【お問い合せ先】（公財）京都産業21 経営革新部 経営企画グループ TEL：075-315-8848  FAX：075-315-9240
E-mail：keieikikaku@ki21.jp

●真似されない商品を作ることが第一義
当社は京都の会社ですが、土をはじめ原材料は上質のも

のにこだわって全国から調達しています。今回の技術も、
京都だけで買い付けていたら成し得ませんでした。釉薬も
既成品ではなく、材料のみを仕入れて自社で調合します。
良い土や材料を求めて全国を訪ね歩き、いろいろな人と出
会う中から、新しいモノづくりのヒントを得て、独自性の
高い商品を生み出してくることができました。図柄やデザ
インだけ追求しても、どこにでも売っている絵の具を使っ
て作るとすぐに真似されてしまいます。しかし、材料や製
法にこだわれば容易には真似されません。その意味で、「綺
麗と感じる商品、真似されない商品を作ること」が当社に
おける商品開発の第一義です。
2006（平成18）年には、すべての商品の無鉛化に成功

しました。その後も引き続きテストを繰り返し、現在、従
来の有鉛赤絵とほぼ同等の温度帯、800度で無鉛赤絵を

焼き上げることが可
能になっています。
開発当初からすると、
焼き上げ温度が約
100度下がっていま
すが、これは環境面
やコスト面、工程短
縮の面から大きなメ
リットです。電気釜
の温度を900度にす
るためには１時間か
かり、さらに焼いた
ものを取り出せる温
度まで下げるのに１
～２時間かかります。

会社概要
●会 社 名：株式会社陶葊
●所 在 地：京都市東山区泉涌寺東林町38
●代 表 者：代表取締役　土渕 善亜貴
●資 本 金：1,000万円
●事業内容： 京焼、清水焼の製造・販売▲工房の様子
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去る10月21日（金）～23日（日）の３日間、東京「赤坂サカス」において、「Cool Kyoto 2011」
が開催されました。
世界的にも評価の高い「Cool Japan」に通じ、かつ「知恵の街・京都」で生まれた技術や感性が
現在のライフスタイルに生きている「Made in Kyoto」が一堂に集結し、会期中は、あいにくの
天気にも関わらず一般来場者のほか、百貨店関係者、デザイナー、TBSテレビや雑誌関係者等、
多くの来場者で賑わいました。

Ｃｏｏｌ Ｋｙｏｔｏ ２０１１開催結果概要

【Cool Kyoto 2011の概要】
■会期：平成23年10月21日（金）～23日（日）
■ 会場：赤坂サカス（東京都港区赤坂５丁目3-6）
■ 来場者数：50,000人
■ 主催：「Cool Kyoto2011」実行委員会（京都府・㈱TBS
テレビ・京都産業育成コンソーシアム）

■ 協力団体：京都商工会議所・京都府商工会連合会・京都府
中小企業団体中央会・（公財）京都産業21

■出展社数　62ブース

【味なKYOTOゾーン】　㈱GSユアサ（デトロイト号）／
大日本スクリーン製造㈱（人間コピー機）／（独）情報通信
研究機構（VoiceTraChaTra・はんなのガイド京都編等）
／ボークス（スーパードルフィー）／高槻電器工業㈱
（オーディオ用ST型直熱３極真空管「TA-300B」）／佐
川急便㈱／㈱村田製作所（ムラタセイサク君®）／関西文
化学術研究都市／㈱スリーエース（スマートフォンアプ
リ開発技術）

【おもろいゾーン：精密機器からアニメまでMade in 
Kyotoの「おもろい」モンを紹介するゾーン】　㈱中藏（京
たたき）／㈱ケルク電子システム（LED懐中電灯型デジタ
ルビデオレコーダーライトカム）／㈱西村製作所（天体望
遠鏡等）／アトリエ一平舎京都オフィス・西陣田中伝・㈱

ツアーランド（織物額・小幅帯・西陣バッグ扇子等）／クリ
スタルローズ（「お花アート」プリザーブドフラワー
ティッシュボックス）／㈱カスタネット（京のおともだち
クッキー）／㈱中藏（京たたき）／㈱ケルク電子システム
（LED懐中電灯型デジタルビデオレコーダーライトカム）

【ごっつぉゾーン：新感覚スイーツ、酒、食品など、京都
ブランドの「ごっつぉさん」を味わうゾーン】　㈱聖護院
八ッ橋総本店（ニキニキ・季節の生菓子等）／㈱澤井醤油
本店・中梅織物㈱（西陣織ラベル付きもろみ醤油等）／下
賀茂神社さるや（「京都・最後の紅葉）等」／㈱RANらん布
袋（薄茶「明の白」・濃茶「日月の昔」等）／京都北山マール
ブランシュ（お濃茶ラングドシャ「茶の菓」）／北尾商事
㈱・㈱山一パン総本店（黒豆菓子・黒豆パン）／㈱八代目儀
兵衛（十二単シリーズ満開）／京都黒豆屋　農業組合法人
グリーン日吉（京じゅれ・くろまめ　ゆず等）／㈱はまー・
㈱きたやま南山（糖質オフかまぼこ・糖質オフ和牛しぐれ
等）／㈱トミナガ（「田」特別純米・「月の桂」旭米純米等）／
㈱普門庵（願掛け饅頭「清水・おくふはん」）

【すいなくらしゾーン：京都流の「すいなくらし」を演出す
るエコライフ商品のゾーン】　サンライテック㈱（LED
バーライト「Will line」シリーズ）／宮井㈱（ふろしき）／
㈱日吉屋（特選番傘）／㈱伊と幸・個紋㈱（366日の花個
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【お問い合せ先】（公財）京都産業21 連携推進部企業連携グループ TEL：075-315-8677  FAX：075-314-4720
E-mail：renkei@ki21.jp

紋つき・絹ふくさ）／高野竹工㈱（ワインクーラー）／北山
杉ブランディングプロジェクト　㈱フルセコーポレー
ション（北山杉の家具）／㈱鈴木松風堂（紙の和雑貨・紙の
パッケージ等）／㈲YS企画（京プリーツ優紙（ゆうし）等）
／㈲家具のヤマカワ（SUGI収納家具）

【ほっこりゾーン：インテリアグッズなど生活の中の
「ほっこり」を提案する商品のゾーン】　京都洛柿庵　㈱
ルシエール・ジャパン（ココチヤ）／洛中高岡屋（おじゃみ
シリーズ）／川並鉄工㈱（刻

こくはん

鈑）／大東寝具工業㈱（京和哂
綿紗 KYO WAZARASHIMENSYA等）／仏壇・神具や
すらぎ（祭壇（壁掛けタイプ）華と星空等）／髙木金属㈱
（真鍮製槌目入りグッズ）／㈱杜若園芸（京のはす美茶等）
／㈲アップル・ワイズ（古都吸収COTOCOCUE®シリー
ズ等）

【はんなりゾーン：京都の技術や感性を活かした生活に彩
りを与える「はんなり」商品のゾーン】　㈱つえ屋（漆ス
テッキ等）／meib（粋布のかばん）／渡敬㈱（組紐のバッ
グ・カードケース等）／㈲絞裏庵（絞りダブルワインバッ
グ）／Kyoohoo（だるにゃー手鏡・シール等）／Craft 
Group京都【㈱高蔵（染め上げスニーカー等）／CoolKyoto
（戦国鎧ジャケットシリーズ）／㈱中川パッケージ（製品
パッケージ）／㈱寺島保太郎商店（本金銀糸ハンチング帽
等）／㈲フクオカ機業（カーボンテキスタイルの織物）／
㈲アイ工房（LEDあんどん）】／The Tango【クスカ㈱／
山藤織物工場／篠春織物㈱／染色工房嶋津／民谷螺鈿／
田勇機業㈱／遊絲舎（丹後ちりめん・螺鈿織・丹後藤布
等）】／㈱シカタ（京綺麗シルクショール等）／㈱佐藤喜代
松商店（京漆器XKTC JAPAN TOOLS）／tocomarimo
（kimono with ink jet printing）／京色布そめてん（伝
統素材のポーチ等）／光章（帆布トートーバッグ「ougi」プ
レミアム）／㈱種田（カーボンファイバー京扇子）／㈱丸
二（karakami kit四季）

【べっぴんゾーン：スキンケア関連商品など「美」を追求
する商品・技術等を紹介するゾーン】　㈱洛洛.com
（BeauteCam肌診断ソーシャルアプリケーション）／㈱
構造機能科学研究所（超分子スキンケア基礎化粧品「RIM
ソープ」等）／臨泰堂（機能性原料「カテキンミセル®」等）

【ろうじゾーン：実際に舗装した路地を歩くゾーン】　㈱
ブリッジ（土系舗装材SOWAサンド）

【協賛出展】　三菱自動車工業㈱（i-MiEV G）

■ステージイベント
　 「京都検定」チャレンジクイズ・ホンモノの舞妓さんの舞
披露&写真撮影会（京都商工会議所）／「７日間で肌がか
わる!すっぴん美肌のつくり方」他（㈱洛洛.com）／ムラ
タセイサク君デモンストレーション（㈱村田製作所）／
「ふろしきライフスタイルプレゼンテーション」～暮らし
に生かせるふろしきの包み方体験～（宮井㈱）／裏千家教
授ランディーチャネル宗榮のShall We 茶の湯?（㈱
Ran）／「よしもとfrom祇園花月」／くるりアコース
ティックミニライブ／スーパードルフィーオーナーズ
ギャザリングin赤坂サカス（ボークス）／「忍術道場」in赤
坂サカス（東映太秦映画村）／九里一平サイン会&トーク
ショー／「忍術道場with鍔

つばなりけんしろう

鳴剣屍郎」in赤坂サカス

会期中は、大丸松坂屋HD、三越伊勢丹等の百貨店関係者、
教育家庭新聞社、リーフ等の雑誌関係者、TBSテレビの
各番組プロデューサ等、また、コシノジュンコ氏や日産自
動車等のデザイナーも来場されました。
出展者からは「1,500万円の売上があがった」、「初めて

の本格出展で行列ができた」、「15万円のショールが多数売
れた」、「TV番組で取り上げられることで売上が急激に伸び
た」、「これまでにない取組。来年も実施してほしい」、「東京
でないと来てくれないようなお客様（デザイナー等）から貴
重な意見、ニーズを聞けた」、「新たなマーケット開拓に手
応えを感じた」、「BtoCからBtoBまで業種もいろいろで、
異業種交流的な展示会となり斬新でよかった」などの声が
多くあり、手応えを感じた様子でした。
京都府としては、今後の対応として出展企業へのアン

ケートやヒアリング等を行い、TBSや京都府東京事務所、
京都市の京都館等とも連携し、出展経験の浅い希望者につ
ては、専門家派遣事業などを通じて店舗レイアウトや展示
物のセレクト等についてもきめ細かくサポートし、新たな
市場開拓を応援していく予定です。
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10月13日（木）、京都全日空ホテルにおいて「第15回異業種京都まつり」を開催しました。テーブル
交流会では80を超える企業・団体・大学が参加し、活発な交流が行われました。また、地域資源・農商工
連携・新連携等認定事業者によるプレゼンテーションや「ゆず」馬路村ブランドを育成した馬路村農協
の東谷望史氏にご講演いただきましたので、その模様をご紹介します。

●ゆず産地として生き残るために
馬路村の人口は現在約1,000人。私が馬路村農協に就職した

1973年には1,700人でしたので、30数年で700人減りました。
それは働く場所がなくなったからです。馬路村は徳島県と高知県の
県境にある山村で、平地がほとんどなく、村面積の96%が森林で
あり林業の村でありました。私が農協に入った当時、村ではすでに
ゆずの生産販売を行っていましたが、かなり苦戦をしていました。
５年ほど購買部に勤務した後、営農販売の仕事をやらせてほしいと
組合長に申し出たところ、「一生やれ」と言われました。それほどの
思いは有りませんでしたが、年が行くまでに売れる仕組みを作らな
いといけないと思い、全国各地に売りに行きながら考えました。高
知県内はゆず産地が多いので都市に売り込まなくてはだめだ。私自
身、物心ついてから20年間ゆずを食べ続けて飽きていないのだか

テーマ

「市場開拓から始まった地域づくり」

講師
馬路村農業協同組合 代表理事組合長
東谷 望史 氏
1952（昭和27）年高知県安芸郡馬路村生まれ。
1973（昭和48）年馬路村農協に就職、ゆずの加
工品開発・販売に携わり、馬路村を全国区ブ
ランドに育て上げた。2003（平成15）年内閣官
房「地域産業おこしに燃える人」、05年国交省
「観光カリスマ」に認定。07年内閣官房委嘱「地

域活性化伝道師」。10年「地域づくり総務大臣賞」を受賞。

ら、この香りや酸味は
都会でも必ず評価さ
れ、売れると思いまし
た。しかし当時は外国
産のレモン果汁しか
売っていませんでし
た。それに代わること
が出来れば消費が上が
ると考えたのです。又、
大手醸造メーカーがゆ
ずぽん酢を製造し始め
ましたので、全国的にゆずの認知度が上がっていきました。
当時の農協は生果出荷を主体として取り組みましたが、加工原料

にしかならない果実も集まり搾汁や販売に苦戦をしていたのです。
農協の職員とすれば、こうした大手メーカーに原料として大量に
買ってもらえば楽です。しかし、原料販売は安く次年度の保障もな
いと考え、消費者直販の基礎づくりのため、東京・大阪の百貨店物
産展に出展し、年間100日程催事活動を続けました。しかし当時の
農産加工品は付加価値があまりついていない為に、物産展でかかる
経費を考えるとなかなか収支が合いません。それでも一定量売りた
いから気合をこめる意味でも、商品を取り出した後の空き箱は捨て
てしまって販売したり、時には農協の女性部員を連れてゆずの寿司
の実演を行ったり、思いついた事は全てやってみました。やがてお
客様から直接、現金同封で「ゆずがほしい」という注文の手紙が届く
ようになり、これが後の産地直送販売へ繋がっていきました。

●ゆずドリンク『ごっくん馬路村』
ヒット商品となったゆずドリンク『ごっくん馬路村』を作ったのが

23年前になります。当時、希釈タイプのゆず飲料は作っていまし

第15回異業種京都まつり
～2011異業種交流 農商工連携・地域資源活用・新連携フォーラム～

▲交流会会場の様子
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たが、希釈飲料は延びなくなっていました。自分の家でも希釈ドリ
ンクは飲まない。それなら、水で割らなくても手軽に飲める100円
ドリンクを作ろうと思い立ちます。目指したのは「限りなく水に近
いドリンク」でした。
ネーミングやデザイン、売り方などは進行形の中で考えました。

この頃になると、ものづくりの考え方が都会の後を追いかけない。
田舎がもっと自信を持つ事などを考え商品名に「村」を使ってみたく
「ごっくん馬路村」と命名しました。又、この頃に出会ったデザイナー
も田舎を売るためにはどうしたらよいか、お互いに試行錯誤であり
ましたが、目指す方向は同じでした。そしてテレビCMに村の子供
を出演させたりして、まず高知で売れるドリンクにしようと考えま
した。その後、話題は全国に広がって１本のドリンクが村のカンバ
ンとなって行きました。

●お客さんを増やしたギフト商品
商品アイテムが少なく県外の催事活動をしている時に、百貨店で

ギフト商品が売れて行くのを何度も見ました。いつかはゆずセット
のギフト商品をヒットさせたいと思っていたのですが、簡単には売
れませんでした。お客さんはギフト商品をどのように選ぶだろうか?
まずここからの問いかけだったように思います。自分が食べて美味
しいから。地元の特産品だから。商品の見た目が良いから。色々な
答えが出てくるが、全ての人には当てはまらない。で、結局粘りに
粘って売れるギフト商品が沢山出来ました。そうなると商品の製造
が間に合わなくなり、２週間待っても届かないなど随分怒られまし
た。小さな村では限界があったのです。その後、人を増やし、設備
を増強して体制を整えた頃には、ギフト商品は下火になっていきま
した。結局は沢山売れ出すと、名前が知られギフト価値が下がると
自分では考えましたが、もう今日はギフトが大量に動く時代は終
わった気がします。ギフト商品が顧客を増やした時代、受け取った
お客さんが、どんどんとリピーターになりましたし、広告宣伝費を
かけなくてもお客さんが増えた時代でもありました。
最近は化粧箱にお金を掛けず、ゴミになる資材を入れないギフト

商品で売り出しています。ちなみに詰め合わせのパッケージは、クッ
ション材として愛媛県今治製のタオル地を利用しています。これが
まさに農商工連携だと思います。

●「ゆずの森」構想
悪戦苦闘のゆず販売

も続ける事で売り上げ
が１億円から20億円を
超え30億円となりまし
た。村の人口は1,000
人まで減少しましたが、
小さな村で大きな雇用
の場となりました。ゆ
ず農家の収入も安定し
栽培に熱が入っていっ
たのです。そうなると又、集出荷施設や加工場がまた手狭になって
しまったのであります。今から10年前のことになりますが、かつて
賑わった営林署の貯木場跡地などを購入して、ゆずによるさらなる
村の活性化として「ゆずの森」構想を計画しました。何もない村にゆ
ず商品で馬路村を知ったお客さんが訪れるのである。せっかく来る
お客さんを、がっかりさせない工場はどう作ったら良いか?（映像で
順次紹介）期待に応えられなかったら、お客さんが離れてゆくのでは
と考え、都会の工場とは掛け離れた考え方で作りました。現在も年
間に300団体以上の視察と、一般の観光のお客様が来村しています。

●風がゆっくり流れる村
「ゆずの森」の周辺整備に関しては、同じように地域活性化に取り
組む熊本県の黒川温泉に何度か通いました。そこで知り合った後藤
哲也さんからアドバイスを受け、駐車場から玄関までに森を造り雑
木を植えました。田舎と言えども自然空間があって、“風や時間が
ゆっくり流れる村”が都会から来る人達にとって最も贅沢なもので
はないかと造りました。毎年11月に行う「ゆずはじまる祭」には約
4,000人が訪れます。人口1,000人の村にそれだけの人が来ると、
車の誘導や食事の準備など大変ですが嬉しいことです。高知市内か
ら車で２時間。30年前はアクセスが便利になればと思ってきまし
たが、15年程前に来た大阪のお客様から「狭い道を通って行った馬
路村のことは一生忘れません」という手紙を頂き、便利になれば村
が栄えるとは限らないと思うようになりました。便利さや安全性も
必要ですが、残さないといけないものもある。これからの地域づく
りの課題だと思います。田舎は徹底した田舎を造る事もまた魅力の
ある田舎ではないかと思います。

【お問い合せ先】（公財）京都産業21 連携推進部 企業連携グループ TEL：075-315-8677  FAX：075-314-4720
E-mail：renkei@ki21.jp

▲講演会場の様子
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財団では、経営の革新を図る中小企業や創業者、ベンチャー企業からの要請により課題解決に向けたアド
バイス・診断を行う専門家派遣事業を実施するにあたり、各分野に精通した民間の専門家の方を募集します。

募集分野及び人員
⑴募集分野
　 法律、知的財産権（特許関係）、創業・ベンチャー、株式公開・資
金調達、財務・税務、労務・人材開発、国際ビジネス、経営全般
（商業、工業）、経営戦略・マーケティング、経営品質向上、情
報システム、環境管理、品質管理、生産管理、技術（機械、金属、
化学、電気・電子、食品、繊維etc．）、デザイン  他
⑵募集人員　　各専門分野 若干名

活動内容
　財団を通じて経営革新や新規創業等をめざす中小企業からの要
請により企業訪問し、個別の課題解決に向けた適切な診断助言を
行い、その結果を「診断・助言事業支援業務報告書」に取りまとめ
て提出していただきます。

応募資格
◎ 原則として、70歳未満（平成24年４月１日時点）の方で、下記
のいずれかに該当する方

　⑴ 中小企業の診断助言に係るニーズに対応する能力と意欲を有
する中小企業診断士、弁護士、技術士、税理士等の資格をお
持ちの専門家で、企業の指導・育成の実務経験を有する方

　⑵ ベンチャー企業の創業・運営経験のある企業経営者又は役員
の方

　⑶ 経営方針、財務、技術、販路開拓等に係る指導の実務経験を
有する企業OBの方

　⑷ 平成23年4月1日以降京都府暴力団排除条例の施行に伴い、
応募者本人並びに同条例第２条第４号イに規定する役員及び
使用人並びに同号ウに規定する使用人が同条第３号に規定す
る暴力団員に該当しないこと。

　〈参考〉京都府暴力団排除条例
　　 http://www.pref.kyoto.jp/fukei/anzen/sotai1/jorei/

img/jorei.pdf

登録及び派遣
⑴ 審査・選考の上、専門家登録名簿に登録します。登録の内容は、
登録申請書に基づき、財団ホームページ等で広く公開されます。

　公開される内容　 顔写真、氏名、企業名（所属）、ホームページ
URL、専門分野、資格、主な経歴、指導内容、
自己アピール

　※ 連絡先（住所、電話番号、Eメールアドレス等）は公開されま
せん。

⑵派遣依頼は、財団から案件に応じて行います。
⑶登録期間は、平成24年４月から平成26年３月末までです。

謝金等
謝金：１人１回当り24,000円（消費税込み）をお支払いします。
旅費：財団の旅費規程に基づきお支払いします。

応募手続き及び締め切り
　財団ホームページをご覧いただき、所定の様式（ホームページ
よりダウンロード可）により郵送、FAXまたは電子メール
（okyaku@ki21.jp）にて応募してください。
　また、申請書以外に企業への指導実績、自己PR等の資料を添
えていただければ、選考時の参考にさせていただきます。

応募締切日　平成24年１月31日（火）必着
詳しくは下記ホームページをご覧ください。

専門家派遣事業の次期登録専門家を募集します

登録専門家の募集

【お申し込み・
お問い合せ先】（公財）京都産業21 お客様相談室

TEL：075-315-8660  FAX：075-315-9091
E-mail：okyaku@ki21.jp    URL：http://www.ki21.jp
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京都府元気印中小企業認定制度“認定企業”のご紹介

寺田薬泉工業株式会社
―創造的技術により、化学を通じ社会に貢献するメーカーでありたい―

長年にわたり培われた高い技術力
　寺田薬泉工業株式会社は、明治43年の創業以来、‶人間力
と創造的技術により、あらゆる産業の基盤となり、地球との
共生を図る企業運営を信念とし、人と社会の発展に貢献"を
目指し、事業展開を図ってきました。
　同社の製品は、化学業界をはじめ、触媒、電子材料、半導
体、陶磁器などの様々な業界で利用されています。そのこと
は、創業以来100年以上の長い経験の中で培われてきた確
かな技術力の証しです。

新たな取組みにチャレンジ
　日本人が好む伝統的な鮮やかな赤色が用いられている陶磁
器としては、有田焼「柿右衛門の赤」が有名ですが、釉薬・顔
料に含まれる鉛等の使用が制限される中、陶磁器業界では、
鉛を含まない無鉛釉薬の使用が進んでいますが、既存の赤顔
料を用いると、発色が悪く、色がくすんでしまうという問題
がありました。
　そのような業界の声を聞き、寺田薬泉工業株式会社は、伝
統的で鮮やかな赤色が再現出来ないかと考え、「高機能性を有

する環境対応赤顔料の工業的
生産技術の開発及び市場開
拓」をテーマに、京都府中小
企業応援条例に基づく研究開発等事業計画の認定（元気印認
定）を受け、さらには岡山大学とも技術連携し、伝統色を再
現出来る環境調和型の高彩色赤色顔料の製造方法等を開発
し、確立するための取組みに着手しました。
　その後、評価分野において京都市産業技術研究所とも連携
し、共同で同製品の改良研究を行いました。
　現在、応援条例認定企業を対象とする『京都府中小企業研
究開発等応援補助金』の採択を受け、量産プロセスを早期に
確立し、赤色顔料の高彩色性を生かし、陶磁器の用途だけで
なく、新規市場を創出して事業拡大を拡げようと、日々プロ
ジェクトをしているところです。

ものづくりの最前線を支える高機能設備 主力製品（銅化合物）の紛体特性の改質工程中

今後の展開
　今後の展開について、寺田社長は、「この商品をさらに改良
し、今までに当社が想像も出来なかった新しい用途で使われ
ることを楽しみにしています。」と語ります。
　時代のニーズを的確に捉え、高品質な商品を提供するため
に、ものづくりに一路邁進する同社にますます注目が集まっ
ていきそうです。

企業プロフィール
●創 　 業　明治43年
●代 表 者　代表取締役　寺田 次郎
●所 在 地　本社…京都市中京区壬生高樋町39

工場…京都府船井郡京丹波町下山わらび55
　　　（京都中央テクノパーク）

●事業内容　 化学工業薬品製造業（試薬、工業薬品、無機顔料、金属
酸化物等の製造販売及びそれらの受託製造業務）

●E -Ma i l　yterada@teradayakusen.co.jp
●営業担当　 寺田 康恒
●U R L　 http://www.teradayakusen.co.jp/

最新鋭の設備を備える丹波工場
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京都産業21 検索詳しくは、お問い合わせください！

《制度概要》
企業の皆様が必要な設備を導入する場合に、その設備を財団が代わってメーカーやディー
ラーから購入して、長期かつ低利で割賦販売またはリースする制度です。
詳しくは、設備導入支援グループまでお問い合わせください。

区　　分 割賦販売 リース
対　象　企　業 原則、従業員20人以下（ただし、商業・サービス業等は、５名以下）の企業ですが、最大50名以下の企業も利用可

能です。その場合、一定の制限がありますので詳しくはお問い合わせください。
[事業実績が１年未満の場合は、原則として商工会議所、商工会、商工会連合会の経営支援員による経営指導を６ヶ
月以上受けていることが条件になります。]

対　象　設　備 機械設備等（土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）　新品に限ります。
リースの場合は、再販可能なものに限ります。（オーダー製品、構造物に付随するもの等は対象外）

対象設備の金額
（消費税込）

事業実績が１年以上あれば100万円～6,000万円／年度まで利用可能です。
[事業実績が１年未満の場合は、50万円～3,000万円／年度]

割 賦 期 間 及 び
リ ー ス 期 間

７年以内（償還期間）
（ただし、法定耐用年数以内）

３～７年
（法定耐用年数に応じて）

割賦損料率及び
月額リース料率

年2.50％
（設備価格の10％の保証金が契約時に必要です）

3年2.990％　　6年1.592％
4年2.296％　　7年1.390％
5年1.868％

連 帯 保 証 人 ■ 原則、法人企業の場合は、代表者１人（年齢が満70歳以上の場合は、原則後継者を追加してください）
　個人企業の場合は、申込者本人を除き1人でお申し込みいただけます。
■なお、審査委員会で、追加連帯保証人・担保を求められることがあります。

設 備 導 入 時 期 審査委員会は、原則月１回開催しています。
当月15日までにお申し込みいただくと翌月の審査委員会に上程します。
お申し込みから設備導入日（契約日）まで約50日かかります。

※割賦損料率（金利）及び月額リース料率は、金利情勢に応じて見直しますので、詳しくは財団にお問い合わせください。
　なお、契約後の料率の見直しはありません。（固定金利）

設備投資なら財団の割賦販売･リースで！
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設備貸与制度

【お申し込み・
お問い合せ先】（公財）京都産業21 事業推進部 設備導入支援グループ TEL：075-315-8591  FAX：075-323-5211

E-mail：setubi@ki21.jp

お客様
の　声

スペシャルティコーヒーの特徴を引き出す
最新の大型焙煎機を導入

株式会社ヒサシヤマモトコーヒー
代表取締役　山本 尚 氏
所在地●京都府長岡京市長岡3-27-4
ＴＥＬ●075-956-0117
業　種●コーヒー豆卸販売
店　名●Unir（ウニール）

●高品質のスペシャルティコーヒー豆を追求
当社は2006（平成18）年創業のスペシャルティコーヒー豆

専門の卸販売店です。スペシャルティコーヒーの条件とは、①
生豆原料の大きさや農園標高で、良し悪しを決めるのではなく、
カッピングという客観的にコーヒーの美味しさを評価している
こと、②農園や生産者の履歴が明らかであること、③継続的に
良いコーヒーが生産されるような環境や仕組みがあることで
す。このため、各国で行われるカップオブエクセレンスの入賞
豆を落札し、その豆のおいしさを最大限に引き出す焙煎技術、
カッピング（抽出液体について風味の特徴を評価する方法）技術
にこだわっています。また、継続的に高品質なコーヒーが生産
されるよう適正な価格で生産者と直接取引を行う等、現地の自
然環境や生活環境にも目を向けて、友好関係を築いています。
店名のUnirは、スペイン語で「結びつける」という意味。特徴

あるスペシャルティコーヒーと意欲的な生産者、お客様を結び
つけることができればとの思いを込めました。現在、本店と長
岡天神店の２店舗を展開。本店では焙煎と豆販売のみを行い、
長岡天神店では豆とコーヒー器具の販売、スタンディング形式
の喫茶、コーヒー教室を行っています。

●国内に６台しかない最新の焙煎機を導入
スペシャルティコーヒー豆が持つ独特な風味を生かすには、

焙煎を浅くする必要があります。しかし、浅煎りだと豆の芯ま

で火が通りにくく、焙煎に苦
労していました。また、この
数年、口コミや雑誌掲載によっ
て当店の店頭販売・ネット販売
の需要が増え、焙煎が追いつ
かなくなっていたのですが、
これまで使用していた焙煎機
は１回に焙煎できる豆の量が
4kgと少なく、その都度豆の
入れ替えや焙煎加減の調整を
するのに大変苦労していまし
た。そこで、京都産業21の設
備貸与制度（割賦販売）を利用
して、スペシャルティコーヒー
に適したアメリカ製の最新大
型焙煎機「ローリング・スマー
トロースター」を導入しまし
た。これは国内にまだ６台しかない希少な焙煎機です。
導入後は、短時間で豆本来の魅力を引き出す焙煎が可能にな

り、また１回に最大35kgを焙煎できるため、１日の焙煎量が
増大。焙煎効率は２倍になって品質も安定し、最適な条件で焙
煎できるため豆細胞の傷みも少なく日持ちもするようになりま
した。

●日本バリスタ大会で４位と５位に入賞
今年９月、コーヒーに関する知識と技術を競う大会「ジャパ

ン・バリスタ・チャンピオンシップ2011（JBC2011）」が開か
れました。日本全国から160名のバリスタが集まった同大会で、
当社のスタッフ２名が４位と５位に入賞。４位入賞者の豆は、
「ローリング・スマートロースター」で焙煎したものでした。大
会時は未搬入でしたが、神戸の販売代理店にある同型のロース
ターを使わせてもらうことができたのです。大会後、多くの反
響を頂き、11月から東京・新宿伊勢丹などの流通大手で取り扱
うことが決まりました。
今後はこの焙煎機を用いて卸の販売量を拡大しつつ、自己満

足することなく、お客様の求めるスペシャルティコーヒーの提
供に努めたいと思います。

▲今回導入した大型焙煎機


